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成兇・業績については，稿を改めて紹介したい。  
1．はじめに  

練習船働水丸1〉が1980年に就航してから20年になる。  

その間に1992年に船体延長の改良工挙が行われ，また  

学制改革で所属学部が水盛学部から生物鷺源学部になる  

など，種々の変遷を経てきた。使月摘的も，水産学・海  

洋学に関する実習・研究から海洋環境等を含めたより広  

い分野に利用が拡大しつつある。ここでは，この20年  

間の勢水丸の歴史を振り返って，勢水丸が本学部学生の  

教習や｝」掛啓蒙の蘭でどのように活動してきたかを総括  

しておきたい。なお，勢水丸を利用した研究活動やその   

2．勢水丸の沿革  

水産学部が三重県立大学から匡r立三麓大学に移管され  

たあとしばらくは練習船がなく，実う馴こは他大学の船を  

傭船して実施された時期があった。1980年7月，多目  

的・多機能の漁業練習船「制水丸」が建造され三），さら  

に198い軍6月には，松璽坂港に実習船あ地が建設されて，  

独楽・梅灘庵対象とする数帝・研究が軌道に乗ることと  

なった。その後，1987年，生物資源学部に移行され，   
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勢水丸は学部の附属教習研究施設の叫つに組み込まれた。  

また，教爾内容も梅酢こ関連した環境問題等に広げられ  

た。図1に1年あたりの乗船実習生数を，水産学部所  

属時代と生物資源学部移行後に分けて．実習項目別に示  

した。移行後に利用形態が拡大するとともに，爽船実習  

生数が格段に増加したことがわかる。また，年々の乗船  

実習生数の変化を図2に示したが，乗船者の申で女子学  

生が数・比率共に著しく増加してきている。また，全学  

共通セミナーの開設とともに1997年から他学部利用者  

が増大した。   

建造当時の「‾勢水丸」三）は純トン数108，89トン（総ト  

ン数359．31トン）で良さ42．5mであったが，1992年2  

乱 船体延長工事が施工され純トン数で152トン（船舶  

のトン数の測度に関する法律が改正され総トン数329ト  

ン，国際トン数507トン）となり，良さも46－9mとなっ  

た（図3）。義経造機関怯 956．15kw（1300馬力）のディー  

ゼルエンジン1基を備え，推進器としては可変ピッチプ  

ロペラを用いている。船首にはバウスラスターも備えて  

いる。これによって，低速安定航行や，船位維持等の採  

図3 延良工事後の練習船勢水丸  

船が可能で多様な研究‡∃的・作来日的に対応できるよう  

になっている。航海速力は，改造前後とも時速約20knl  

（11ノット），航続距離は，12，590km（6，800梅里）であ  

る。現在の乗船定鼠ほ，乗組員16名のほかに教官4名，  

学生26名であり，予備員3名を加えると政大49名であ  

る。これは改造に際して学生用のベッドを6床増加させ  

た後の放である。改造に際し女子専用の風呂・トイレも  

設置したがす これは上述したような政近の女子学生乗船  

者数の増加に対応するためである。  

1980年の就航以来勢水丸ほ，1987年まで外国‡寄港の  

実習航海ほ実施していなかった。1988年の水魔資源凋  

憲実習（88－T－5航海：表1）に，初めて中国・上海市に  

寄港して，上濁水魔大学の教育研究施設の見学や学術交  

弧 上海了印司辺の水魔轡情琴の調査を行った。1990年  

の上海寒声馴引こは，上海水盛大学の教官2名を来せ，東  

シナ海での底曳きトロール調速操業・梅澤観測共同調恋  

を行い，船内で実習生はゃ国側教官の講義を受けるなど  

交流を深めた。これらのことが発痛となり，1991年と  

1995年には，上磯水産大学磯僧船「浦苓号」の三遷大  

学訪問を受け，1995年、上海水魔大学と生物資源学部  

は学術交流協定を締結した。また，1995年の韓国・釜  

山港寄港哨（95－11航海：袈1）に，教官・学生が釜凌  

大学校（当時、釜山水産大学校）を表敬訪問したが，こ  

れは釜慶大学校梅澤科学大学と生物資源学部間の学術交  

流協定締結のきっかけを与えたものである。   

実習航瀾の海域ほ，伊勢湾，熊野諏，瀬戸内梅，中部  

太平洋北灘，東シナ海にまでおよび，数々の航海を実灘  

してきている。しかし，実習・研究両蘭において，種々   

水注幹部く柑80－1989）  嘉を邦貨兼学郡〈†990－I999〉   

図11年間の実習別発船学生数（平均）  
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図2 乗船学生のうち，女子学生が占める割合  
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表1外国寄港航海一覧表  

航海番号  航 海 期 間  寄港地  滞在日数  実習名  

88＿T＿5  1988／11／26～12／16  中匡卜上海  5  A  

89【10  1989／8／18～ 8／31  韓国・済州  4  B  

90－09  1990／8／20～ 9／5  中国・上海  7  C  

91－09  1991／8／21～ 9／3  中国・上海  4  C  

92－12  1992／8／21～ 9／3  中国・上海  4  C  

93－13  1993／8／20～ 9／2  韓国・済州  4  C  

94－12  1994／8／18～ 8／31  中国・上海  4  C  

95－11  1995／8／18～ 8／31  韓国・釜山  4  C  

96＿12  1996／8／20～ 9／2  韓国・済州  4  C  

97－12  1997／8／20～ 9／2  韓国・釜山  4  C  

A：水産資源調査実習  

B：漁携学実習・漁具学実習・水産資源学実習  

C：漁業生産学実習・漁場情報学実験・水産資源解析学実習  

底曳き・中層トロール，ビームトロール2），IKMTネッ  

ト2〉，ORIネット2）等の曳網に利用される。  

b．ラインホーラー・ネットホーラー（マグロ延縄等   

のロープの巻き込み装置，流し網，刺網収納装置）。  

c．d般海洋観測ウインチ：6，000m長の直径4mmス   

チールワイヤーを装備し，採水器，プランクトンネッ  

トの鉛直引き等に利用される。（650kgまでの観測装   

置を海中6，000mまでつり下げられる）  

d．アーマードケーブル・ウィンチ：直径6．4mm，   

3，600m長のアーマードケーブルを装備し，CTD3）観測   

やオクトパス4）観測に使用（芯線が導線となっていて電   

源・電気信号の伝達が可能，水中局と船上局の通信が   

できる）。  

e．BT用ウィンチ：1，000m長の直径4mmのスチー   

ルワイヤーを装備して，ⅩBTの普及により，BT観   

測での使用よりも現在は比較的浅層の一般海洋観測に   

使用している。  

搭載機器   

勢水丸の位置の測定装置として，当初はNNSS  

（NavyNavigationSatelliteSystem：海軍衛星航法  

システム），デッカ，ロランC等が用いられた。1990年  

以降は，GPS（GlobalPositioningSystem：全世界  

測位システム）を用いており，現在ではさらに高精度な  

測位を得るためDGPS（DifferentialGPSニGPS千   

の政治的制約を受けざるを得ない。1997年の国際海洋  

法の施行にともない，水産庁九州漁業調整事務所の操業  

許可証に記載されている，東シナ海の操業許可水域は，  

九州沿岸寄りに縮小され広さは半減されるにいたった。  

また韓国、中国付近での漁業を取り巻く情勢が緊迫化し  

たのにともない，実習生を多数乗せる関係で安全上の理  

由もあって，1997年の韓国・釜山寄港を最後に，外国  

寄港航海を中断し現在にいたっている。  

3．勢水丸の性能と言鋸南  

洋上で漁業や生物採集の調査操業を実施し海洋の環境  

調査をするには，採集装置や観測機器を正確に海中の一  

定深度に降ろし，それを回収しなければならない。同時  

に揺れ動く船の刻々の位置を正確に測定記録しておかね  

ばならない。ここでは，勢水丸に搭載されているそれら  

の装置のうち主なものの概要を示す。  

各種ウインチ   

勢水丸には，各種の漁業実習や海洋観測のために，次  

に示すような各種のウインチが搭載されている1）。  

a．漁携用ワープネットウィンチ（底曳き綱の操業に   

使えるトロールウィンチに対応するが，トロールネッ  

トを同時にワイヤードラムに巻き込むことができる）：   

直径16mmのスチールワイヤー2，000mを二条備え，  
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随時持ち込まれる般楯としては，300m可搬式ケブラー  

ウィンチ等がある。このウィンチは，主としてゴーフロh一  

抹水掛こよる観如こ使用される。   

観測機栄落としては，まず多軍ほ1梅澤環境プロファイ  

ラー揖が挙げられる。これは水温，竃気伝導度（塩分，  

PSU），ほ力6），溶存駿瀦7〉，繊度660nm（Red））8），  

蛍光光度（検出波長670nm）9），水中照度（400～700nm  

昭開で12波長）6）のセンサーを有し，水沫200mまでの  

これらの渚鮫の鉛麗分布を同時連続測定するものである。  

この装置は上記7項剛こ加えて船上で測定する空中照塵  

を加えて，8項目の測定ができることから，オクトパス  

と呼ばれることがある。また，11偶の5βロゼット採水  

器を装着することができる。   

この他，ⅩBT（Expe】1dable迅athyも】1eユーmOgraph：  

投下式水沫水温計）や二改良濁度計，自走式テレビカメ  

ラ，深海カメラ，さらには紆厳科学魚群探知機薄がしば  

しば搬入されて使用されている。   

渉潮位法）を用いている。   

静樽測深儀は 8，000m用深梅音轡測深儀（12．5kHz）  

および 3，000m用薯轡測深儀（28k賃z，2001ほ玩）を備  

えており，後者は魚群探知機としても利用されている。   

ADCP（AcousもicI〕opplerCu汀ent P】、Oriler：番  

披ドップラー流速計，送振周波数130kl羞，青野竃蘭  

製）5）・6jは，水深の75％以内で最大200m沫までの任意の  

三層で水月ま流速・流向を巡航的に測定することができる。  

常備観測機器と漁捕殺儒   

常備されてい る梅津観測機器としては，水温・塩分の  

鉛直分布を測定するNeaiBrown社製のCTD3）  

（ConductivityT8mperature工）epthProriler：登g気  

伝導度水温水深測定装置）2）がある。これには溶存駿磯  

測定センサーが付いており，深度3，200mまで測定する  

ことができる。CTI〕の枠にはロゼットマルチサンプラー  

が備えられており，1．7ゼあるいは2．5ゼニスキン採水  

器12本を取り付けることができる。   

採水器としては，この他バンドーン型採水器（予・皮に  

2本，50彪採水が可能）を常備している。探泥基層とし  

ては，スミスマッキンタイヤ一式採掘碧落，麓力式コアサ  

ンプラー，新野式ドレッジャー等がある。   

生物採集菜旨舅としては，大型漁貝のトロールネット  

（中層曳用・底曳用），浮延糾，底延純，たて穐琴と，底  

棲生物採集用のビームトロールネット2）がある。プラン  

クトン採簾器妓として，マルチネット2〉 ，iKMTネッ  

ト2），ORIネット町等がある。   

試料保存のための魚愈（16m3，剛10℃），急速冷凍室  

（15m3，叫40℃），冷凍冷蔵庫く冷凍庫：237ゼ，叫200C，  

冷徹真一ま：237ゼ）も装備されている。  

持込槻聾   

このほか，実習船基地ないしは学部に保管されており，  

4．勢水丸を利用したカリキュラム．その日的と成果   

水産学部時代   

水盛学郎時代（ユ980～1989年）の勢水丸を利用した  

実習名とその単軋 航海日数及び年毎の標準航海数を表  

2に示した。「航法科学実習」については，船舶と梅澤  

の基礎的知識を数え，船内生活に慣れさせるために，2  

年生の学部学生会鼠を対象としている（必修）。そのた  

め，学生を3グループに分け，年間3航海絆3週間を実  

施した（臨時増雰による学生数の増加にともない学年進  

行中の19紬年では，4航海を実施した）。   

より尊門的な実習は，主として海洋生産学コ㌦スの3  

年染を対象に，必修科層として実施された。他の水産増  

表2 水産学部明代の勢水丸を利用した実習航海  

海洋生産学 水産増殖学 水産食樅学   

コース  コー・ス  コース  
実  習  名  対象学年 単位数 航海lヨ数 航海回数  

航法科学実 習  3～4  ◎  ◎  ◎  2年生  1  7  

海洋環境計測学実習  

激 増 学 実 習  

2  ◎  △  △  3年生  1  7  

2  ◎  △  △  3年生  1  11  

激 臭 学 実 習  
2  ◎  △  △  3年生  1  11  

2  ◎  水産資源学実習  3年生  1   11  △  △   

◎：必修  △：選択  
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砥学および水産食機学コースの学生も選択料【∃として受  

講で藷た。「海洋環境計測学実習」は通常本邦南方梅域  

において，CllD等を使用した海洋観測技術と，得られ  

た観測データの処理と解析手法を異体的に習熟させるこ  

とを目的とし，同時に実施された船内鍋我により，海洋  

構造を理解させるように工夫されていた。…肋漁携学実習」  

は定置網実習，「漁襲撃実習」は漁網構造に関する爽習，  

「水産資源尊壌瀾」ほ魚類の分類・解剖実習であるが，  

これらは乗船による1皮の航海と組み合わされて単位が  

与えられた。なお，表1に示した外国航梅として実施さ  

れる場合は，航海日数ほ14日間である。実習内容ほ熊  

野灘で底延縄操業，東シナ海で以西底曳トロール掬兼，  

海洋環境観測等であり，敏光油の独英・漁法の習熟，多  

種多様の漁独物を新鮮な状態での観察，林蔵・体盈・雌  

雄紛糾・成熟皮等の魚体計測を行った。また，CTDや  

マイコンBTを用いて漁場の水温・塩分分布等の梅澤環  

境調速を行い，海洋生物資源と梅澤堺墳とのかかわりを  

体験させた。   

学年進行の関係で，水産学部実習は1989年まで行わ  

れた。水産学部における実習航梅の乗船学生は，延べ  

ゴ〉，178人であった。卒業までに実習で塾水丸に乗船する  

】ヨ数は，原則として海洋生産学コースでは251ヨ～26tヨ，  

水盛増殖学・水産食雑学コー∵スでは，7‡ヨ～251ヨ（3年  

生の実習ば選択）である。  

生物資源学部への移行後   

生物資源学部に移行された彼の勢水丸を利用したカリ  

キュラムを表3に示した。「乗船実習」はほぼ水産学部  

時代の「航法科学実習」に対応するものであるが，実施  

は熱水丸所属の船舶教官が蔽接担当するように改められ  

たものである。これは水魔系3コース（海洋生産学・水  

産増殖尊・水産食糧学）の学生の必修科冒である。   

海洋生産学コースの3年生の必修科目は同じく車科目  

であり，実習内容の革新・改善にともなって名称の変更  

が行われた。「漁業当三度学実習」「級線情報学実験」「水  

産資源研析学実習」は，「政務学」「漁兵学実習」「水盛  

資源学実習」に対応して，定置綿実習等と組み合わせて  

単位を与えられ，ひとつの航海で実施されている。しか  

し，水産学部噂代の「漁務学」，妻岬漁具学実習」が，漁法  

や漁具に閲する技術的な側蘭が惑祝されていたのに射し，  

漁場あるいは梅津生物資源と海洋環境との関連の把握に  

嚢点が移されている。また，生物資源奥の変劇とその予  

測，汚髄から地球規模の気候変動関連にいたる梅澤環境  

問題が蔓繋祝されるようになってきている。これらの関  

連した実習内容も組み入れるように努力が払われている  

ところであるが，後述する学科改組による新カリキュラ  

ムでは，4年生を対象とした研究的側面を蔑視した実習  

航海が計画されている。また，1991年に大学院研究科  

博士後期課程の股立にともない，「博士後期課程特別調  

姦研究」（必修）として，附属4施設における実習のひ  

とつとして 2日間の航海が実施されるようになった。   

外事遡箪港航海も，「漁業生盛挙実習」，「漁場情報学実  

験」，「水産資源解析学実習」の航海の中のひとつとして  

実施されてきた（図1）。寄港地では，実習生に政審り  

の大学を新聞させ，学内閑適教習研究施設の見学，学術  

交流を行い，まだ寄港地の市内水魔役備の見学や水産物  

の流通状況の視察をさせてきたが，これは実習生の国際  

衰3 現生物資源学部での勢水丸を利用した実習航瀾  

水産増殖学  水魔食糧学  海洋生産学  
実  習  名  対象学年 単位数 航海日数 航海図数  

コース  コース  コース  

◎  ◎  乗 船 実 習  2年生  1  7  3～4  ◎  

海渾調姦実 習  3年生  1  7  2  ◎  △  △  

3年生  1  11  独楽生産学実習  
2  ◎  △  △  

2  ◎  △  漁場情報学実験  3年生  1  11  

水産資源解析学実習  3年生  1  11  2  ◎  △   

博士後期課程特別調  

査 研 究 航 海  
博士綾川   

過程  
1／4  2  

全学共通セミナー航海 全学1年生  2  3  

◎：必修  △：選択  
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感銘を藤磯する上において，大きな役割を巣たした。前  

述のように1997年を政後に‡ニ‡硝子されているのは残念な  

ことである。   

生物資源学部移行後，1999年皮までに延べ2，057人  

の学部実習塵が乗船している。博士後鋤説穆肇生の乗船  

者数は，同じく1999年度までに延べ179人（内．女子  

35名，留学生37人（内，女子14人））である。   

さらに，1997年からは全学共通セミナーの「‡∃然は  

生きている」の1つとして，勢水丸を利用したセミナー  

航海が開かれるようになった。全学からの多数の受講希  

望者があり，1999年皮までに延べ58人（教蘭学郎8人  

人文学部6人，ニl二学部32人，生物資源学部12人（女子  

8人））の学生が乗船した。  

学部学科改組にともなう新カリキュラム   

生物資源学部は従来1学科で桃成されて重たが，2000  

年皮より資源循環学・共生環境学・生物磯生命科学の3  

学科から編成される体制となった。これにともない，カ  

リキュラムも学年進行に従い，順次再編成されることに  

なる。ここでは，新カリキュラムで実施される予定の勢  

水丸を利用する実習科‡訃を袋月に示した。   

2000年度から実施されるものは「附属施設体験琉習」  

（新設）であるが，これは全学科1年生の必修科目で，4附  

属施設の内こつの施設で体験学習を行うことになっている。  

従って，全員が勢水丸実習を受けるわけでほないが，幅広  

い分野を目指す学生が乗船体験を持つことになる。予想さ  

れる実習生の増加から，実習潮間は 2日階ほしている。   

研かノキュラムにおいて乗船実習科目の更なる充実が  

はかられるが，従来のものがほぼ引き継がれるものは，  

2年生を対象とした闇挽撲瀾」，「全学共通セミナー」  

及び博士後期課程の「特別調速研究」である。「環境科  

学爽習」は現数料の「梅澤調磯演潤」に対応するもので  

あるが，最も関連の深い君一筆座が，基盤環境学科に付属す  

ることになったので，その液座の必修として共生環境学  

料が主として担当することになる。   

現在閲両航海で実施されている「漁業生盛挙実習ふ  

「漁場情報学実験」，‡山水塵資源解析学実習」のうち，主  

としてトロール操粟に閑適する実習から構成したものが  

「梅澤塗物凋避航海実習」であり，これは生物圏生命科  

学科内の関連雛座の学生が受講することを勧める選択剰  

員となるが，船舶数官が直接担当する。約2i那舅の航海  

を予定している。これにともない，開運各講座の教爾  

（研究の現場の体験を含めて）に密接した実習航海とし  

て「水産生物学実習」・「梅澤個体群動漆学実習」・「海群  

生態学実習」・「生物海洋学実習」の4科目が餅放される。  

このうち「水魔生物学実習」は3年塵艮対象とし，講座  

必修となるが，他の3教科は3年当三を対象とした購塵選  

択料巨lである。航瀾‡ヨ数については今後に検討されよう  

が，日程上ユ週間を淑ることが難しくそれぞれ5日程度  

表4 新学科での勢水丸を利用した実習航海  

資源循環  共生環境  生物圏生  
学  科  学  科   命科学科  

実  習  名  対象学年 単位数 航海日致 航海回数  

附属施紋体験磯習  1年生  1  2  2  ◎  ◎  ◎  

乗 船 実 習  2年生  1  7  

地域環境評価学実習  2年生  1  2  1  （〕   

水産産物学実習  3年生  1  4  

環境科学実習  3年生  1  7  

海洋生物調姦航海実習  3年生  1   14  

海洋個体群動態学実習  3年生  1  /t 

海洋生態学実習  3年生  1  4  

生物海洋学実習  3年生  1  4  

研究体験航海実習  4年生  1  月  

博士箆鍵屋課程特別調悉研究 博士扱き夢j過程 1／4  2  

全学共通セミナー 全学1年生  2  3  

◎：学科必修  ○：講座必修  △：紙座選択  
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になると思われる。もう1つの新設実習「研究体験航海  

実習」は，関連講座にこだわらず生物圏生命科学科の全  

学生に乗船観測・研究の現場を体験できるように計画さ  

れたものである。   

船上作業は1日に4時間2回の3交代制（6直3班）  

で行われるのが通常である12）。また，船上での夜間作業  

は昼間作業と著しく異なったものとなる。生物活動にも  

著しい日周変動が認められるし，天候変化の影響も大き  

い。したがって，船上生活を十分体験させ，海と海洋関  

連現象を認識させるためには，少なくとも1週間程度の  

乗船実習を行うことが望ましい。また，閉ざされた船上  

空間での団体生活・協同作業は，学生相互間のみならず  

教官とのコミュニケーションの場を与える上でも，大き  

な教育効果を上げており，学生個人にも学生生活の良い  

思い出を創出してきた。新カリキュラムにおいても，可  

能な限り1週間程度の実習航海日数の確保に努めている。  

日程上やむを得ない場合にも，最低2日の航海日数は確  

保することを考えている。  

5．他学部，他大学協力および他機関との協力  

勢水丸は練習船と位置付けられているが，研究の現場  

を体験させることも実習の目的の1つである。水産学部  

時代から，勢水丸は研究目的の航海も組まれてきたが，  

大学院の設置・充実につれ，研究と実習を兼ねた航海も  

多く組まれるようになってきている。勢水丸を利用した  

研究成果については稿を改めて紹介するが，実習・研究  

両航海に関連した学内他学部，あるいは他大学・他機関  

との協力関係をまとめておこう。   

他学部及び学外他機関の勢水丸利用者数の推移を図4  

に，また，共同研究を行った学外他機関を表5に示す。  

図4で，他機関乗船者数で1982～83年に現れているピー  

クは，勢水丸就航直後に他機関からの見学・体験乗船者  

が多かったこと，また1982年にはユネスコ関係の研修  

航海が行われ，15名の外国人を含む22名の研修生が乗  

船したことによる。他学部からの乗船者が1997年から  

増加したのは，「全学共通セミナー」の開講に対応して  

いる。1995年からの他機関の利用者数増加の一部は，  

農林水産省統計情報事務所の沿岸漁業実体把握調査が，  

表5 学外共同利用機関一覧表  

1．大学等  

北海道大学（水産学部，理学部），盛岡大学，東北大学農学部，山形大学理学部，東京大学（農学部，理学  

部，海洋研究所，地震研究所，総合研究資料館），東京工業大学，お茶の水大学生活環境研究センター，東  

京都立大学理学部，静岡大学理学部，名古屋大学（理学部，農学部，大気水圏科学研究所），京都大学（農  

学部，理学部，京都大学防災研究所），神戸大学理学部，岡山大学理学部，山口大学農学部，水産大学校，  

高知大学（農学部，海洋生物教育研究センター），九州大学農学部，宮崎大学農学部，長崎大学水産学部，  

鹿児島大学水産学部，琉球大学，北海道東海大学，北里大学水産学部，日本大学農獣医学部，武蔵丘短期大  

学，東海大学海洋学部，名古屋女子大学，四日市大学，四日市大学短期大学部，高田短期大学，近畿大学農  

学部，日本動植物専門学院（名古屋市），三重県立伊勢高等学校，高田高校（私立・三重県津市），江蘇工学  

院（中国），上海水産大学（中国），FordhamUuiv．（U．S．A，）  

2．国公立研究機関等  

農水省統計情報事務所，通産省工業技術院，科学技術庁，国立極地研究所，水産庁（中央水産研究所，西海  

区水産研究所，養殖研究所），北海道立函館水産試験場，三重県（農林水産部，水産技術センター，工業技  

術センター），和歌山県水産試験場，尾鷲市役所水産課，ユネスコ研修生  

3．民間会社等  

㈲三重県環境保全事業団，㈲微生物応用研究所，新技術事業団，日本学術振興会特別研究生，伊豆三津シー  

パラダイス，名古屋港水族館，南知多ビーチランド，鳥羽水族館，海の博物館，屋島水族館，太地ドルフィ  

ンベース，小笠原ホェールウォッチング協会，沖縄海洋記念水族館，勝光山鉱業所，NKK応用微生物研究  

所，ソブェクレー商事，中部緑化環境センター，豊田中央研究所，味の素ゼネラルフーズ，農業機械学会，  

カメラマン，イラストレ一夕ー，ニチモウ，伯東，ケー・エンジニアリング，岩崎電気 古野電気，内田油  

圧，北辰電機，海上電機，日章計器，NHK，東海テレビ，中日新聞  

注）3．民間会社等で株式会社等の名称は省略した。   
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深めるための活動も，勢水丸を用いて行われてきた。附  

属4施設の公要掌汚教組蔓の山環として，4年に酬・魔の割合で，  

小学校高学年を対象として行われている洋上体験教室も  

その1つである（1995年と1999年実施済み）。  

1999年10月には，三東大学問学50周年記念事業の1  

つとして，大学公開数室「伊勢機体験航軋」が実施され  

た。公募の形で参加者を募り，96人が参加した。乗船  

者の大半は親子遜れであったが，実際に伊勢湾に出て初  

めて，“海から陸を見る”経験をし，梅に対する親しみ  

と理解を深めることができたという感想が寄せられた。   

この他，停泊中の勢水丸の見学会も機会を捉えて実施  

してきている。そのヨ三要なもの私 上記の航海言波塵と合  

わせて寂6に示す。その中には，新たに制定されたl岬梅  

の首己念冒」併記念行事切仙憫として，2E‡聞松阪港にお  

いて勢水丸とその猪股僻の血般公開を行ったものが含ま  

れる。船の見学，梅澤磯測機器の展示・説明を行うと共  

に，レーダー寄航梅計器を実際に作動させる等，延べ  

800人の見学者の好評を得た。  
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図4 他学部および他大学等研究機関の乗船者数の推移   

毎年本学部教官と共同で毎年1日航海の形で実施される  

ようになったことによる。しかし，乗船者は20人前後  

であるから，増加の全てを説明するものではない。その  

他の共同研究乗船者は多種多様であり，この傾向は，当  

学郎教官の研究分野の広がりに対応して共同研究者が増  

加したことを示すものである。勢水丸は中部地方で略－  

の研究・組習舶であることを考えると，このような他機  

関との共同利用は，今後ますます増大するであろう。  

7．今後への展望   

輿水丸の就航からの20年の間に，梅澤あるいは水魔  
8，啓饗活動  

梅料こ関する知絨の啓変と，船上研究や作業の理解を 業を放り巻く情勢は大きく変化してきた。1996年には，  

表6 公開鱗塵・山腹公開の実撥  

実施した公開満座・山腹公開・見学会箪  対   象  参加人数  開催年月  

附属施設公開購座洋上体験激越「海に学ぷ」～私選の  

伊勢湾～  
小学5，6年生  26名  1995．8  

附属施設公蓼葺招演題萎 洋上体験講座「地球と海を学ぼう」  小学5，6年生  
26名   1999．8  

三惑大学関学50周年記念当事凍 大学公開「伊勢湾体験  

航海皿j教養  
公募した叫般市民  96名  1999．10  

三蔑大学中堅肇蘭瀾闇研修による施設見学  三東大学中堅当機職員  35名  1988．11  

第81矧覇道農水関係大学学部炭協議会の見学  学部長，事務長  72名  19B9．1  

教簡，文化及び芸術に関する実情調恋 参議院文教委員  

会視察  
委員9名，  

参畿院文教委員会  1989．9  
文部省2   

翠友会（OB会）  三蔓大学数職員OB  41名  199乱11  

中部戯水産関係大学学部長協議会 見学会  学部長，黎務炭  
20名  1993．11   

三認大学医療忍術短期大学部オリエンテーション 平成  
7年度新人生合宿研修に係る勢水丸の見学  

断  入  ′仁  90名  1995．4   

約800名  1996．7  血般公開（梅の記念lヨ）  般  

学部公開購座 梅を測る船「勢水丸」とそこで用いられ  

る機器と観測方法  
般  約50名   1997．9   
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我が国も国連海洋法条約を締結し，翌年の1997年以降，  

漁獲可能量（TAC）制度が導入されるなど本格的な200  

海里の時代となった13）。海洋は将来にわたり人類の食糧  

供給の場として重要性を増すと考えられるが，海洋の生  

物資源も限りがあり，獲る漁業から資源管理型の漁業へ  

の方向転換を強いられることになる。また，地球気候シ  

ステムに大きな影響を与える海洋の役割は，海洋環境の  

解明の重要性を増大していくであろう。このような背景  

のもとで，新学科体制の三重大学生物資源学部の附属教  

育研究施設である勢水丸の役割は増大するものと考えて  

いる。また実習内容においても，近年の電子技術の目覚  

ましい発展は，航海機器・観測機器の多様化・精度向上  

をもたらしており，これに対応するためには，乗船実習  

の面だけを取り上げても，今後種々の改善を行って行か  

ねばならない。この小論は，これまでの勢水丸とそれを  

利用して行われてきたカリキュラムを取りまとめたもの  

であるが，今後のその利用法の改善，カリキュラムの改  

良に役立つことを望む次第である。  

勢水丸を利用した各種の研究成果については，稿を改  

めて紹介する。  
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和 文 要 約  

練習船勢水丸が就航してから20年が経過した。これ  

までの間に勢水丸は，水産学や海洋学の教育のために貢  

献してきた。乗船学生数は増加の一途をたどり，他学部  

や他大学および学外研究機関などからの学生や共同研究  

者の乗船者数も増加している。   

新学科体制での勢水丸を用いたカリキュラムは，海洋  

資源と環境についてさらに幅広く掘り下げたものに対応  

するようになる。   

また，勢水丸は，外航を通じて国際的な学術交流も行っ  

てきた。また，一般市民への教育活動にも貢献した。  




